
青 森 県 林 地 開 発 許 可 基 準

全部改 案

成 日制 定

成 日一部改

和 日全部改

森林法 昭和「6 法 第「4重号 法 いう 第10条 第 基 く許可

い 法 森林法施行 昭和「6 第「76号 及び森林法施行規則 昭和「6

農林省 第54号 規則 いう 定 次 要件 満

否 い 審査

第 手続 要件 規則第 条関係

規則第 条 基 く申請書及び添付書類 内容 次 掲 基準 適合 い

開発行 関 計 内容 具体的 あ 許可 遅滞 く申請 係

開発行 行う 明 あ

開発行 係 森林 当該開発行 施行 妨 権利 者 相当

数 意 得 い 明 あ

相当数 意 得 い 開発行 係 森林 当該開発行

施行 妨 権利 全 者 者 意 得

者 い 意 得 認 いう

開発行 又 開発行 係 事業 実施 い 行 庁 免許 許可 認可

処 必要 場合 当該処 い 確認又 当該処

係 申請 状況 確認 行 庁 処 外 環境影響評価法

成 法 第81号 又 青森県環境影響評価条例 成11 1「 青森県条例第56号

基 く環境影響評価手続 対象 場合 手続 状況 確認

申請者 開発行 行う 必要 資力及び信用 あ 明 あ

特 防災施設 整備 必要 資金 手当 可能 あ や事業体

信用 あ 明 あ

第 災害 発生 関 事 森林法第10条 第 第 号関係

次 掲 基準 適合 あ

土砂 移動

開発行 原則 現地形 沿 行わ 及び開発行 土砂 移動



必要最 限度 あ 明 あ

スキ 場 滑走 ス 造成 利用形態 土砂 移動 周辺 及

影響 比較的大 い 認 造成 係 土 ヘ 当

1,000立方 ト あ 滑走 ス 傾斜地 利用

あ 土 行う区域 スキ ヤ 安全性 確保等や 得 い

認 場合 限 土砂 移動 極力縮減 あ

場 造成 係 土 及び盛土 18ホ 当

「00万立方 ト あ

土 盛土又 捨土

土 盛土又 捨土 行う場合 法 法面 安定 確保 あ

及び捨土 適 箇所 行わ 並び 土 盛土又 捨土 行 法

面 生 法面 勾配 地質 土質及び法面 高 崩壊

い あ 必要 応 段又 排水施設 設置 措置 適

講 明 あ 技術的細則 次 掲 あ

法等 次 あ

土 原則 階段状 行う等法面 安定 確保 あ

盛土 必要 応 水 層 次盛 十 締固 行わ

あ

ウ 土石 落 斜面等 荒廃 防 必要 あ 場合 柵 実施

等 措置 講 い

エ 大規模 土又 盛土 行う場合 融雪 豪雨等 災害 生

い う 事時期 法等 い 適 配慮 い

土 次 あ

法面 勾配 地質 土質 土高 気象及び近傍 あ 既往 法面 状態等

勘案 現地 適合 安全 あ

土砂 土高 10 ト 超え 場合 原則 高 ト

い 10 ト 段 設置 必要 応 排水施設 設置 等崩

壊防 措置 講 い

ウ 土 行 地盤 滑 や い土質 層 あ 場合 地盤

生 い う 杭打 措置 講 い

盛土 次 あ

法面 勾配 盛土 料 盛土高 地形 気象及び近傍 あ 既往 法面 状

態等 勘案 現地 適合 安全 あ

一層 厚 」0セン ト 層 締固 行う



必要 応 雨水 地表水又 地 水 排除 排水施

設 設置等 措置 講 い

ウ 盛土高 ト 超え 場合 原則 ト 段 設

置 必要 応 排水施設 設置 等崩壊防 措置 講 い

エ 盛土 又 崩壊 あ 場合 盛土

行う前 地盤 段 地盤 土 入 替え 埋設 施行 排水施設 設置等

措置 講 い

捨土 次 あ

捨土 土捨場 設置 土砂 流出防 措置 講 行わ あ

場合 土捨場 位置 急傾斜地 湧水 生 い 箇所等 避

人家又 公共施設 位置関係 考慮 設定 い あ

法面 勾配 設定 締固 方法 段 設置 排水施設 設置等 盛土

準 行わ 土砂 流出 い あ

法面崩壊防 措置

土 盛土又 捨土 行 法面 勾配 困 あ 場合若

く 適当 い場合又 周辺 土地利用 実態 必要 あ 場合 擁壁

設置 法面崩壊防 措置 適 講 明 あ

技術的細則 次 掲 あ

周辺 土地利用 実態 必要 あ 場合 人家 学校 路等

近接 次 又 該当 場合 いう 土質試 等 基

地盤 安定計算 結果 法面 安定 保 擁壁等 設置 必要 い

認 場合 該当 い

土 生 法面 勾配 」0度 急 高 ト 超え

場合 硬岩盤 あ 場合又 次 若 く い

該当 場合 限 い

土質 表 欄 掲 該当 土質 応 法面 勾配

表中欄 角度 あ 場合

土質 表 欄 掲 該当 土質 応 法面 勾配

表中欄 角度 超え 表右欄 角度 高

ト あ 場合 場合 い 該当 法面 部

法面 あ 該当 法面 部

存 法面 連続 い



表

擁壁等 要 い 擁壁等 要

土 質 勾配 限 勾配 限

軟 岩

風化 著 い 除く 度 度

風化 著 い岩

度 度

砂利 真砂土 関東ロ 硬質

粘土 類 度 度

盛土 生 法面 勾配 」0度 急 高 ト 超え

場合

擁壁 構造 次 あ

土 水 及び自 土 等 いう 擁壁 破壊 い

土 等 擁壁 転倒 い 場合 い 安全率 1.5

あ

ウ 土 等 擁壁 滑動 い 場合 い 安全率 1.5

あ

エ 土 等 擁壁 い

オ 擁壁 裏面 排水 良く 適 水抜穴 設 い

法面保護 措置

土 盛土又 捨土 行 法面 雨水 渓流等 浸食 あ

場合 法面保護 措置 講 明 あ 技術的細則

次 掲 あ

植生 保護 実播 筋 植 等 原則 あ 植生 保

護 適 い場合又 植生 保護 法面 侵食 防 い場合

人 料 適 保護 吹付 張 法枠 柵 網 等 行わ

あ 種 土質 気象条件等 考慮 決定 適期 施行

あ

表面水 湧水 溪流等 法面 侵食 又 崩壊 あ 場合

排水施設又 擁壁 設置等 措置 講 あ 場合

擁壁 構造 あ



土砂流出防 措置

開発行 伴い相当 土砂 流出 等 流地域 災害 発生 あ

区域 事業区域 開発行 う 森林又 緑地 区域 いう

含 場合 開発行 行 十 容 及び構造 え

堤等 設置 森林 残置等 措置 適 講 明 あ

技術的細則 次 掲 あ

え 堤等 容 次 及び 算定 開発行 係 土地 区域

流出土砂 貯砂 得 あ

開発行 施行期間中 流出土砂 開発行 係 土地 区域 ヘ

当 間 特 目立 表面侵食 見 い場合

「00立方 ト い弱 土壌 全面的 侵食 高い場合 600立方

ト 外 場合 400立方 ト 地形 地質 気象

等 考慮 適 定 あ

開発行 終了 い 地形 地被状態等 地表 安定

期間 相当 土砂 流出 想定 場合 途積算 あ

え 堤等 設置箇所 極力土砂 流出地 近接 位置 あ

え 堤等 構造 治山技術基準 昭和46 1」日付 46林 治第648号林

庁長官通 あ

災害 発生 あ 区域 表 掲 区域 含 土地 範

いう 災害 特性 踏 え 次 及び 目安 現地 荒廃状況 応 断

い

表 掲 区域 外 あ 様 あ 区域 い 災

害 発生 あ 区域 含 い

山腹崩壊や急傾斜地 崩壊 地 関 区域 い 土砂災害警戒

区域等 土砂災害防 対策 推進 関 法 成1「 法 第57号

土砂災害防 法 いう 土砂災害警戒区域 考え方 基本 い

土石流 関 区域 い 原則 土石流 発生 危険性 認

渓流 含 流域全体 土石流 発生 場合 い

地形 状況 明 土石流 到 い 認 土地 区域 除



表

区域 称 根 法 等

砂防指定地 砂防法 明治」0 法 第「重号

急傾斜地崩壊危険区域 急傾斜地 崩壊 災害 防 関 法

昭和44 法 第57号

地 防 区域 地 等防 法 昭和」」 法 第」0号

土砂災害警戒区域 土砂災害防 法

災害危険区域 建築基準法 昭和「5 法 第「01号

山腹崩壊危険地区 山地災害危険地区調査要領 成18 日付

地 危険地区
18林整治第5「0号林 庁長官通知

崩壊土砂流出危険地区

危険箇所 検調査要領 成 「」日付 林 治第8重5号林 庁長

官通知 基 く 危険箇所 係 森林 事業区域 含 場合 い 開

発区域 行 周 防 措置 い 検討 必要 措置 講

い

排水施設

雨水等 適 排水 災害 発生 あ 場合 十 能力

及び構造 排水施設 設 明 あ 技術的細則

次 掲 あ

排水施設 断面 次 あ

排水施設 断面 計 流 排水 可能 う 余裕 定

い 場合 計 流 次 及び 流 原則

マニン 式 求 い

排水施設 計 用い 雨水流出 原則 次式 算出

い 降雨 流出 関係 途高い精度 求 い

場合 単位 法等 算出 あ い

Ｑ 雨水流出 ｍ」

流出係数

設計雨 強度 ｍｍ ｈｏｕ

Ａ 集水区域面積 ｈ



前式 適用 当 次 あ

流出係数 表 参考 定 い 浸透能 地形 地

質 土壌等 条件 決定 あ 表 区 適用

い 山岳地 浸透能 丘陵地 浸透能中 地 浸透能大

い

設計雨 強度 単位時間内 10 確率 想定 雨 強度

い 人家等 人命 関わ 保全対象 事業区域 隣接

い 場合 排水施設 周 い 水 保全対象 大 被害

及 見込 場合 い 「0 確率 想定 雨 強度

用い 水防法 昭和「4 法 第1重」号 第15条第 第 号 ロ又 土

砂災害防 法第 条第 第 号 規定 要配慮者利用施設等 災害発生

時 避 特 配慮 必要 う 要 保全対象 あ 場合 」0

確率 想定 雨 強度 用い い

単位時間 到 時間 勘案 定 表 参考 用い い

雨水 土砂等 流入 見込 場合又 排水施設 設置箇所 い

水 影響 大 い場合 あ 排水施設 断面 必要 応

定 一定程度大 く定 い

ウ 洪水調節池 流 位置 排水施設 い 洪水調節池 許容 流

安全 流 断面 い

排水施設 構造等 次 あ

排水施設 立地条件等 勘案 目的及び必要性 応 固 耐久



力 構造 あ 漏水 最 限度 う措置 い

排水施設 う 暗 あ 構造 部 維持管理 必要 又 マン

ホ 設置等 措置 講 い

ウ 流 地盤 洗掘 あ 場合 水叩 設置

措置 適 講 い

エ 排水施設 排水 少 く土砂 流出又 崩壊 発生 い場

合 除 排水 河川等 く う 計 い

河川等 排水 く場合 増加 流水 河川等 管理 及

影響 考慮 当該河川等 管理者 意 得 い あ 特

用水路等 経由 河川等 排水 く場合 当該施設 管理者 意

加え 当該施設 接続 流 河川等 い 安全 流 う併

当該河川等 管理者 意 得 い あ

洪水調節池等 設置等

流 流 能力 超え 水 排水 災害 発生 あ

場合 洪水調節池等 設置 措置 適 講 明 あ

技術的細則 次 掲 あ

洪水調節容 流 流 能力 考慮 原則 」0 確率 想

定 雨 強度 開発中及び開発 流 開発前 流

調節 あ

排水 く河川等 管理者 協議 い 必要 認 場合

50 確率 想定 雨 強度 開発中及び開発 流 開発前

流 調節 あ

開発行 施行期間中 洪水調節池 砂 見込 場合 あ

開発行 係 土地 区域 ヘ 当 間 特 目立 表面侵

食 見 い 「00立方 ト い弱 土壌 全面的 侵食

高い 600立方 ト 外 400立方 ト

い 流域 地形 地質 土地利用 状況 気象等 応 必要 砂

い

流 流 能力 考慮 開発行 施行前 い 既

確率 想定 雨 強度 流 流 流 能力 超

え 否 調査 必要 あ 流 能力 超え 流 調節 容

趣 あ

余水吐 能力 ン ト あ 「00 確率 想定 雨 強度

流 1.「倍 あ ン ト 余水

吐 能力 1.「倍 あ



「00 確率 想定 雨 強度 用い 計算技法 不適当 あ

100 確率 想定 雨 強度 用い 災害 発生 い 認

場合 100 確率 想定 雨 強度 用い あ い

洪水調節 方式 原則 自然 流方式 あ や 得 浸透型施設

整備 場合 い 尾根部や原地形 傾斜地 あ 箇所 地 地

形 あ 箇所又 盛土 行 箇所等浸透 雨水 土砂 流出 崩壊 長

い箇所 設置

用水路等 経由 河川等 排水 く場合 あ 洪水調節池 設置

用水路等 断面 大 効率的 当該用水路等 管理者

意 得 開発者 負担 用水路等 断面 大 く 洪水調

節池 設置 え あ い

第 規定 基 く洪水調節池等 設置 併 行う必要 あ 場合 時 。1)

。4) 及び第 技術的細則 満 う設置

静砂垣等 設置等

飛砂 落石 等 災害 発生 あ 場合 静砂垣 落石又

防 柵 設置 措置 適 講 明 あ

設計雨 強度 降雨 変化倍率 適用

排水施設 断面 洪水調節容 及び余水吐 能力 設計 適用 雨 強度 い

及び 開発行 行う流域 河川整備基本方針

い 降雨 設定 当 気候変動 踏 え 降雨 変化倍率 採用 い

場合 適用 雨 強度 当該降雨 変化倍率 用い い

10 仮設防災施設 設置等

開発行 施行 当 災害 防 必要 え 堤 排水施設 洪水調

節池等 い 仮設 防災施設 設置 場合 全体 施行 程 い 具体的

箇所及び施行時期 明 あ 仮設 防災施設 設計 本設 準

い

11 防災施設 維持管理

開発行 完了 い 整備 排水施設や洪水調節池等 十 機能 発揮

う土砂 撤去や豪雨時 巡視等 完了 維持管理方法 明 あ

第 水害 発生 関 事 森林法第10条 第 第 号 関係

開発行 森林 現 水害 防 機能 依存 地域 い 当該開発

行 伴い増加 流 安全 流 い 水害 発生



あ 場合 洪水調節池 設置 措置 適 講 明

あ 技術的細則 次 掲 あ 記 参考 い

洪水調節容 当該開発行 森林 流 い 当該開発行 伴い

流 増加 当該 流 い 流 安全 流

い地 生 場合 当該地 」0 確率 想定 雨 強度及び当

該地 い 安全 流 流 対応 雨 強度

開発中及び開発 流 開発前 流 調節

あ

排水 く河川等 管理者 協議 い 必要 認 場合

50 確率 想定 雨 強度 開発中及び開発 流 開発前

流 調節 あ

開発行 施行期間中 洪水調節池 砂 見込 場合 あ

第 あ

当該開発行 伴い 流 増加 否 断 当該 流 う 当該開

発行 伴う 流 増加率 原則 ％ 範 内 流

安全 流 い地 当該開発行 森林 流 流

能力 」0 確率 排水 く河川等 管理者 協議 い 必要 認

場合 50 確率 想定 雨 強度 流 流

い地 う 原則 当該開発行 影響 最 強く 地

いう

当該地 選定 当 当該地 河川等 管理者 意 得 い

あ

余水吐 能力 第 あ

洪水調節 方式 第 あ

用水路等 経由 河川等 排水 く場合 あ 洪水調節池 設置

用水路等 断面 大 効率的 当該用水路等 管理者 意

得 開発者 負担 用水路等 断面 大 く 洪水調節池

設置 え あ い

第 規定 基 く洪水調節池等 設置 併 行う必要 あ 場合 法第10

条 第 第 号及び 第 号 技術的細則 満 う設置

洪水調節容 及び余水吐 能力 設計 適用 雨 強度 い

開発行 行う流域 河川整備基本計 い 降雨 設定 当 気候

変動 踏 え 地域区 降雨 変化倍率 採用 い 場合 洪水調節容



計算 当該降雨 変化倍率 用い い

開発行 施行 当 水害 防 必要 洪水調節池等 い 仮設

防災施設 設置 場合 全体 施行 程 い 具体的 箇所及び施行時期

明 あ 仮設 防災施設 設計 本設 準 い

開発行 完了 い 整備 洪水調節池等 十 機能 発揮 う

土砂 撤去や豪雨時 巡視等 完了 維持管理方法 明 あ

第 水 確保 著 い支 及 関 事 森林法第10条 第 第

号関係

次 掲 基準 適合 あ

貯水池等 設置等

適地 い等 や 得 飲用水 い用水等 水源 依存

い 森林 開発行 対象 場合 周辺 水利用 実態等 必要

水 確保 必要 あ 貯水池又 水路 設置 措置

適 講 明 あ

水路 設置 措置 講 場合 水 水源 係 河川管理者

等 意 得 い 等水源地域 水利用 支 及 い あ

砂池 設置等

周辺 水利用 実態等 土砂 流出 水質 悪化 防 必要

あ 場合 砂池 設置 森林 残置 措置 適 講

明 あ

第 環境 著 く悪化 関 事 森林法第10条 第 第 号関係

次 掲 基準 適合 あ

森林又 緑地 残置又 造成

開発行 う 森林 区域 開発行 係 土地 区域及び当該土地 介

又 隣接 残置 森林又 緑地 開発行 係 事業 密接 関

連 区域 いう 開発行 係 事業 目的 態様 周辺

土地利用 実態等 応 相当面積 残置 若 く 造成 森林又 緑地 残

置森林等 いう 配置 適 行わ 明 あ 考え方

次 掲 あ

相当面積 残置森林等 配置 い 森林又 緑地 現況 保全

原則 や 得 一時的 土地 形質 変更 必要 あ 場合

可及的 や 採前 植生 回復 原則 森林又 緑地 造成



あ

森林 配置 い 森林 残置 原則 極力基準 回 林

帯幅 適 配置 森林 造成 土地 形質 変更

や 得 い 認 箇所 限 適用

場合 い 残置森林等 面積 事業区域内 森林面積 対 割合

記 事業区域内 い 残置 若 く 造成 森林又 緑地 割合

残置森林等 記 森林 配置等 開発行 規模及び地

形 応 事業区域内 周辺部及び施設等 間 適 配置 い

記 掲 開発行 目的 外 開発行 い 目的

態様 社会的 経済的必要性 対象 土地 自然的条件等 応 記

準 適 措置 い

造成 森林 い 必要 応 植物 成育 適 う表土 復元 客

土等 措置 講 森林機能 期 回復 発揮 う 地域 自然的条件

適 原則 樹高 ト 高木性樹木 表 標準 均等

う植

住宅団地 宿泊施設等 間 場 ホ 間等 修景効果 併 期

待 森林 造成 場合 大 樹木 植 う

樹種 特性 土壌条件等 勘案 植 樹木 規 応 ヘ

当 500本～ ヘ 当 1,000本 範 植 本数 定

い

路 新設若 く 改築又 地等 造成 場合 あ 土地利用 実

態 森林 残置 又 造成 困 又 不適当 あ 認

森林 残置又 造成 不要

音 粉 等 著 い影響 緩和 風害等 周辺 植生 保全等

音 粉 等 著 い影響 緩和 風害等 周辺 植生 保全等 必要 あ

場合 開発行 う 森林 区域内 適 箇所 必要 森林 残置又

必要 応 造成 行わ 明 あ

周辺 植生 保全等 貴 動植物 保護 含 必



要 応 造成 必要 応 複層林 造成 等安定 群落 造成

含

景観 維持

景観 維持 著 い支 及 い う 適 配慮 特

街地 主要 路等 景観 維持 必要 あ 場合 開発行 生

法面 極力縮 可能 限 法面 緑化 開発行 係

事業 設置 施設 周辺 森林 残置 若 く 造成 又 木竹 植

等 適 措置 講 明 あ

残置森林等 維持管理

残置森林等 善良 維持管理 明 あ 残置森林等 い

申請者 権原 い 原則 当該残置森林等 所

間 残置森林等 維持管理 協定 締結 い 原則

残置森林率等 基準 施設 増設 改良 行う場合 適用

第 太陽 発電設備 設置 目的 開発行 い

太陽 発電設備 設置 目的 開発行 許可 い 第 第 各

要件及び 記 掲 要件 満



 

記  

 

洪水調節池等 設置 係 計画例 

 

法第 10条 第 項第 号 規定 水害 防止 係 許可基準 い 洪水調節池等

を設置 場合 計画例 以  

 

 当該開発行 伴いピーク流量を安全 流 さ こ い地 選定 

 当該開発行 を 森林 流 い 30年確率 排水を く河川等 管理者 協議

い 必要 認 場合 50年確率 以 同 想定さ 雨量強度 け 開発

中及び開発後 ピーク流量を流 さ こ い地 を選定   

ピーク流量 算定 当 当該地域 い 適合度 高い算式を用い こ 適

当 算式 い場合 ラショナ 式を用い  

 地 う 開発中及び開発後 30年確率 想定さ 雨量強度 け 無調節 ピ

ーク流量 Q'i30 開発前 ピーク流量 Qoi30 対 ％以 増加 地 iを選定

 

当該ピーク流量 増加率 ％未満 あ 当該河川等 管理者 安全 流

さ こ い 断 場合 地 選定  

 地 生 い場合 法第 10条 第 項第 号 規定 洪水調節池等

設置 不要  

地 生 い場合 あ 同項第 号 要件 照 ピーク流量を調節

こ 必要 場合 第 ７ 基準 洪水調節池等を設置 こ 必要 あ

 

 

 当該開発行 影響を最 強く受け 地 選定 

 選定 各地 い 開発前 30年確率 想定さ 雨量強度

け ピーク流量 Qoi30 を超え い洪水調節池等 放流量 qi30 を算定   

洪水調節池等 放流量 qi30 算定 当 当該地域 い 適合度 高い算

式を用い   

例え 以 算式 考え  

 

Ai：選定 各地 集水面積 ha   

Foi：選定 各地 集水区域 開発前 流出係数 



 

a：洪水調節池等 集水区域 面積 ha   

fo：洪水調節池等 集水区域 開発前 流出係数   

 算出 各地 洪水調節池等 放流量 qi30 最 地 j を 当該

開発行 影響を最 強く受け 地 以 当該地 いう 選定  

求 各地 中 地 j 比べ流 能力 著 く さい地 k

存在 場合 地 j い nj年確率 想定さ 雨量強度 け ピーク流量を流

さ こ 地 k い nk年確率 想定さ 雨量強度 け ピーク流量を

流 さ こ 両地 確率年 nj>nk 場合 又 当該河川等 管理

者 必要 あ 断 場合 地 k 当該地 選定  

い 場合 あ 当該地 選定 当 当該地 河川等 管理者 同意

を得 こ 必要 あ  

 

 当該開発行 影響を最 強く受け 地 け 許容放流量 決定 

 選定 当該地 当該洪水調節池等 放流量 qi30 を 30年確率 想定さ

雨量強度 対 洪水調節池等 許容放流量 qpc30 決定  

 当該地 地 j 場合 地 j け 開発前 nj 当該地 地 k 場合

nk 以 同 年確率 想定さ 雨量強度 け ピーク流量 Qonj を

当該洪水調節池等 放流量 qjnj を算定 こ を n =nj 年確率 想定さ

雨量強度 対 洪水調節池等 許容放流量 qpcn 決定  

nj年確率 想定さ 雨量強度 け 当該洪水調節池等 放流量 qjnj 算定

当 同様 当該地域 い 適合度 高い算式を用い  

例え 以 算式 考え   

 

Aj：地 j 集水面積 ha   

Foj：地 j 集水区域 開発前 流出係数 

a：洪水調節池等 集水区域 面積 ha  

fo：洪水調節池等 集水区域 開発前 流出係数  

 

 洪水調節池等 容量 決定 

洪水調節池等 容量を 洪水調節池等 集水区域 け 30年及び n年 確率

想定さ 雨量強度 け 開発中及び開発後 ピーク流量 q30及び qn を 30年及び n年



 

確率 想定さ 雨量強度 対 洪水調節池等 許容放流量 qpc30及び

qpcn 調節 容量 決定   

洪水調節池等 容量 計算 簡便法 確率降雨強度曲線 特性を応用 必要調節容量を簡

便 求 方法 厳密計算法 洪水調節池 諸元を仮定 シミュ ーションを繰 返 洪

水調節容量を求 方法 他 適切 方法 行う   

n年確率 想定さ 雨量強度 考慮 30 年確率 想定さ 雨量強度 け 開

発中及び開発後 ピーク流量を調節 洪水調節池等を設置 場合 あ 設計内

容 n年確率 想定さ 雨量強度 け 開発中及び開発後 ピーク流量を調節

い場合 想定さ あ   

30年及び n年確率 想定さ 雨量強度 け 開発中及び開発後 ピーク流量を調 

節 洪水調節池等を設置 こ n年 30年ま 間 頻度 発生 雨量強度

け ピーク流量 い 調節 考え 差 支え い  



 

記  

  

主 開発行為 目的 事業区域内 残置森林等 割合及び森林 配置等  

  

開発行為  

目的  

事業区域内 い

残置 若 く 造

成 森林又 緑地 

割合 

森 林  配 置 等  

荘地 造成  残置森林率

60パ セン 以

 

  

  原則 周辺部 幅 30 以 残置森

林又 造成森林を配置   

  区画 面積 1,000 方 以 建

物敷等 面積 30パ セン 以   

場 造成  

  

  

  

  

  

  

  

残置森林率

60パ セン 以

  

  

  

  

  

  

  原則 周辺部 幅 30 以 残置森

林又 造成森林を配置   

  滑走 幅 50 以 複数

滑走 を並列 設置 場合 間 中央部 幅

100 以 残置森林を配置   

  滑走 部 設 ン 等 箇所当

ヘク 以 ン 等 駐車

場 間 幅 30 以 残置森林又 造

成森林を配置   

フ場 造成  

  

  

  

森林率

50パ セン 残

置森林率  

40 パ セン 以

  

  原則 周辺部 幅 30 以 残置森

林又 造成森林 残置森林 原則 20

以 を配置  

  間 幅 30 以 残置森林又 造

成森林 残置森林 20 以 を配置

  

宿泊施設

施設 設置  

  

  

  

  

  

森林率

50 パ セン 残

置森林率  

40 パ セン 以

  

  

  

  

  原則 周辺部 幅 30 以 残置森

林又 造成森林を配置   

  建物敷 面積 事業区域 面積 40パ セン

以 事業区域内 複数 宿泊施設を設置 場合 極

力 散 せ   

  施設 開発行為 係 箇所当 面積

ヘク 以 事業区域内 を複数設置

場合 間 幅 30 以 残置森林

又 造成森林を配置   



 

工場 事業場

設置  

  

  

  

  

  

森林率

25パ セン 以

 

  

  

  

  

  事業区域内 開発行為 係 森林 面積 20ヘク

以 場合 原則 周辺部 幅 30 以

残置森林又 造成森林を配置 以外 場合 あ

極力周辺部 森林を配置   

  開発行為 係 箇所当 面積 20ヘク

以 事業区域内 を複数造成 場合

間 幅 30 以 残置森林又 造成森林

を配置   

住宅団地 造成  

  

  

  

  

  

  

森林率

20パ セン 以

緑地を含

  

  

  

  

  事業区域内 開発行為 係 森林 面積 20ヘク

以 場合 原則 周辺部 幅 30 以

残置森林又 造成森林 緑地を配置 以外 場

合 あ 極力周辺部 森林 緑地を配置   

  開発行為 係 箇所当 面積 20ヘク

以 事業区域内 を複数造成 場合

間 幅 30 以 残置森林又 造成森

林 緑地を配置   

土石等 採掘  

  

  

  

  

  

  

  

  原則 周辺部 幅 30 以 残置森

林又 造成森林を配置   

  採掘跡地 必要 応 埋 戻 を行い 緑化及び植

法面 可能 限 緑化 小段 坦部 必要

応 客土等を行い植   

  

注  残置森林率 残置森林 残置 森林 うち若齢林 15 生以 森林 を

除い 面積 事業区域内 森林 面積 対 割合をいう 森林を残置

趣旨 森林機能 十全 発揮 至 い を同等 取 扱う 適

い あ   

 森林率 事業区域内 森林 面積 対 残置森林及び造成森林 植

造成 森林 あ 硬岩 土面等 確実 成林 見込 い箇所を除く 面積

割合をいう 場合 森林以外 土地 造林 場合 算定 対象 い 土壌条

件 植 方法 本数等 林叢状態を呈 い い 見込 対象 い

  

 残置 若 く 造成 森林又 緑地 割合 森林 有 公益的機能 森林

利用 確保 を考慮 法第 10条 第 項

第 号 関 基準 一 決 あ 割合を示 数値 標準的

割 許容範囲を示 適用 個 具体的事案 即



 

断 工場又 事業場 あ 20パ セン を 回 い

い いう趣旨 あ   

 開発行為 目的 い   

 荘地 保養等非日常的 用途 供 家屋等を集団的 設置 う 土地

をいう   

 フ場 地方税法等 フ場 定義以外 施設 あ 利用形態等

通常 フ場 認 場合 含 取 扱う  

 宿泊施設 旅館 民宿 ン ョン 保養所等専 宿泊 用 供 施

設及び 付帯施設を指 ン ョン ン ニ 等所有

者等 複数 建築物等 含 取 扱う   

 施設 総合 動公園 園地 動 植物園 フ パ ク

ン 等 体験娯楽施設 他 観光 保養等 用 供 施設をいう   

 工場 事業場 製造 加工処理 流通等産業活動 係 施設をいう   

 記表 掲 以外 開発行為 目的 うち 学校教育施設 病院 廃棄物処理施設

等 工場 事業場 基準を フ練習場 フ場 一体 を除 宿泊施設

施設 基準を 適用 企業等 福利厚生施設 い

施設 用途 係 開発行為 目的 基準を適用   

 事業区域内 異 開発行為 目的 区 複数 施設 設置 場合

施設 区域区 を行い 開発行為 目的 基準を適用

  

場合 残置森林又 造成森林 住宅団地 造成 場合 緑地 含 以 同

区 区域 配置 望 い 施設 配置計画等

や を得 い 認 場合 施設 区域界 30 残置森林

又 造成森林を配置   

 施設及び工場 事業場 設置 い 箇所当 面積

ヘク 以 20ヘク 以 い 施設 性 施設 機

能を確保 著 く困難 認 場合 必要 限度 い

ヘク 20ヘク を超え 設置 や を得 い   

 工場 事業場 設置及び住宅団地 造成 係 箇所当 面積 当該施設又

集団を設置 開発行為 係 土地 区域面積をいう   

 住宅団地 造成 係 緑地 い 土壌条件 植 方法 本数等 林叢状

態を呈 い い 見込 土地 い 対象 当面 次 掲

を含 い   

 公園 緑地 広場  

 隣棟間緑地 ン ン  

 緑地帯 緑道  



 

 法面緑地  

 他 記 類   

 ン 等 滑走 部 滞留場所 あ フ 乗

降場 ハウ 等 施設用地を含 区域をいう   



別記

太陽光発電設備 設置を目的 開発行 許可基準 い

災害を発生さ 関 事項

次 掲 基準 適合 あ

。1) 自然斜面へ 設置 い

第 規定 基 開発行 原則 現地形 沿 行わ 及

び開発行 土砂 移動量 必要最 限度 あ 明 あ を原

則 太陽光発電設備を自然斜面 設置 区域 平均傾斜度 度以

あ 場合 土砂 流出又 崩壊 他 災害防止 観 可能 限

森林土壌を残 擁壁又 排水施設等 防災施設 確実 設置さ

太陽光発電設備を設置 自然斜面 森林土壌 崩壊 危険性 高い不

安定 層 あ 場合 層を排除 擁壁 排水施設等 防災施設 確

実 設置さ

自然斜面 平均傾斜度 度未満 あ 場合 土砂 流出又 崩壊

他 災害防止 観 必要 応 排水施設等 適 防災施設 設置

さ

。2) 排水施設 断面及び構造等 い

太陽光パネル 表面 平滑 一定 斜度 あ 雨水 集ま や い 太陽

光発電施設 特性を踏まえ 太陽光パネル 直接地表 落 雨水等 影響を

考慮 必要 あ 雨水等 排水施設 断面及び構造等 い 次

あ

ア 排水施設 断面 い

地表 太陽光パネル等 不浸透性 材料 覆わ 箇所 い 表

次 表を参考 定 い 浸透能 地形 地質 土壌等

条件 決定さ あ 山岳地 浸透能 丘陵地

浸透能中 平地 浸透能大 い

地表状態＼区 浸透能 浸透能中 浸透能大

太陽光パネル等 ． ．９～ ． ．９



イ 排水施設 構造等 い

排水施設 構造等 い 第 ⑵ 規定 基 くほ 表面流を安

全 流へ流 さ 排水施設 設置等 対策 適 講 い

ま 表面侵食 対 地表を流 表面流を 散さ 必要

柵工 筋工等 措置 適 講 い 及び地表を保護 必

要 伏工等 植生 入や物理的 被覆 措置 適 講 い

残置 若 く 造成 森林又 緑地 い

開発行 を う 森林 区域 残置 若 く 造成 森林又 緑地

面積 事業区域内 森林面積 対 割合及び森林 配置等 開発行 目的

太陽光発電設備 設置 あ 場合 別記 次 表

事業区域内 い

開発行 残置 若 く

目的 造成 森林又
森林 配置等

緑地 割合

太陽光発 森林率 原則 周辺部 残置森林を配置

電設備 パ ー セ ン ト 事業区域内 開発行 係 森林 面積

設置 残置森林率 ヘクタール以 場合 原則 周辺部

パーセ 幅 メートル以 残置森林又 造成森

ント 以 林 メートル以 幅 う 一部又

全部 残置森林 を配置 ま う線

一体性を維持 尾根部 い 原

則 残置森林を配置

開発行 係 箇所当 面積

ヘクタール以 事業区域内 を複

数造成 場合 間 幅 メー

トル以 残置森林又 造成森林を配置


